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1 ．は じめに

　機器 の騒音レペ ルが低くな り，機器か ら出る音 の評価

が，単 に騒音計 に よる評価か ら，人の聴感を重視した評

価へ と変わ りつ つ あ るa）”｛4。
　本報告では擬音語とい う言葉情報から音が創 りだせな

い か と い う こ と に つ い て，基礎的な試み を行な う。こ こ

では，擬音語か ら音を創成するとい う，通常行われる音

の解析的過程とは逆の プロ セスを踏む こ とで，擬音語 （言

葉情報）と音と の関係を探っ て い く。

2 ．擬音語 の選定

　多くの 人がそ の 擬音語 を使い，そ して そ の 擬音語から

容易に音がイメ
ー

ジできる擬音語が，対象 とする擬音語

と して妥当 で あ る と考 え た。そ こで 、各種打撃音に対す

る擬音語 の ア ン ケ
ー

ト調査 を行な っ た。
　詳細を省き，結果 を述 べ る。

　 （ユ）「包丁で まな板 を叩 く音 （まな板音）」 ：

　　　　　　　　　　　　　　　「トン トン」 （82／109）
　 （2）「ドア を ノ ッ クす る音 （ドア音）」 ：

　　　　　　　　　　　　　　　「コ ンコ ン」　（61／109）
　 （3）「トライ ア ン グル を叩 く音 （トライ ア ン グル音）」 ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　「チン」 （38／ユ09）
　 （4）「金属板を鉄 の棒で 叩 く音 （鉄板音）」：

　　　　　　　　　　　　　　　「カ ン カン」 （21／109）
（5）「金騨 （直径 10  韈 ）どうしをロ卩く音

　　　　　　　　　　 （棒音）」：
・「キ ンキ ン」 （19／109）

カ ッ コ内の数字は，被験者 109名 の内何名が同 じ擬音語

で 対象とする打撃音 を表現するか ， とい う数字で ある 。 上

記は，こ の数値の大きな上位 5位まで の打撃音で あ る。

3 ．擬音語に 対する 音の作成 とそ の 出力

　擬音語か ら音をどの よ うに作る か を考え る 。 なお，以

下 の 説 明で は，擬音語 「トン トン」 を代表例 に 挙げて 説

明 して い く。
　現状 で は，「トン トン」 とい う言葉か ら得られ る情報

（キ
ー

ワ
ー

ド）は，
　 （1）波形は減衰波形で ある

　 （2）波形 は 2回連続する

　 （3）波形 と波形 との 間 に無音部が存在する

と い っ た事柄だけであり，これ に基づ い て作成した波形

（図 1） にお い て，波 形 の 周期 （周波数），波数，な らび

に，無 音部 の 長さを特定するこ とは困難である 。 そ こで，
図 1 の波形 を ベ ース と して，周 波数 f （25〜10000Hz），
波数 n （1〜15），をパ ラ メ

ー
タ （f；45 種類，n ；8種類）

とした 360個 の 波形を作成 した 。

　無音部につ い て は，検査者が事前に聴感実験を して検

討 しており，結果と して妥当な O．3秒 を 用 い る こ と と し

た 。
　なお，作成 した波形 は パー

ソナル コ ン ピ ュ
ー

タで 出力
し、ヘ ッ ドホ ン に よ り聴感実験を実施 した。

4 ．聴感実験方法

　3人 の被験者 （聴覚正常な 22歳の男子大学生，A ，B，C
とよぶ） に 対して，以下 の 方法 で 聴感実験 を行な っ た。
　 （1）先に述べ た360種類の音（周波数f，波数n ）とは 異な

　　　る，20 個 の 基準音を設定す る。基準音 として は，
　　 225H2，750H乞，1250Hz，2150HZ 　 3100H2の各

　　 周波数に対して，波tw　2，6，10，14の各波形を作
　　 成した。
　 （2）ある基準音の一

つ と，360種類の音の一
つ との 二 つ

　　 の 音 を被験者に聴か せ る。そ して ，どち らが 「トン

　　　トン」 （擬音語 「トン トン 」の 場合）に聴 こ えるか

　　　を評価 して も ら う。
　 （3）360種類 の音の方が 「トン トン」 と聴こえ る場合 に

　　 は，○印を ， そ うでな い場合は × 印を，該当する音

　　 の箇所 （聴感実験表） に記入する。
　 （4 別 の 基準音に対 して，前記項 目（2）（3）の 実験を繰 り

　　 返す。これ をす べ て の基準音に つ いて 行う。

　（5）すべ て の 被験者，す べ て の擬音語に対 して，項 目（2）
　　 （3）（4）の実験を実施す る。

5 ．聴感実験鬱吉果

　聴感実験結果の
一

例 を， 図 2 に 示す。図は被験者 A の

「トン トン」，「コ ン コ ン 」，「チ ン 」 の結果で ある。図の横

軸は波数 ， 縦軸は周波数で あ る。図の 白い 部分ほど 「ト

ン トン」 （擬音語 「トン トン」 の 場合）とい う音 に聴 こ え

る領域で ある 。

　 3名 の 被験者 の 結果 に は，個人に よ るばらつ きは当然

あるもの の，あまり大きな差は認め られなかっ た 。 すな
わち，結果は 以下 の よ うに ま とめ られ る。
　 （1）「トン トン」 ：周波数 200〜1500H2
　 （2）「コ ン コ ン 」：周波数 500〜1500Hz
　 （3）「チ ン」　　 ：周波数 4000Hz 以上

　 （4）「カ ンカ ン 」：周波数 1500〜3500HZ
　 （5）「キ ンキ ン 」 ：周波数 3000〜8000H2
が，各擬音語 と して捉え られ る周波数範囲で あ る。つ ま

り，各擬音語 ご とにそ の 擬音語として 捉え られる周波数

範囲が 異なる。
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果との閧係 　聴感実 験結果を，実 際の各打撃音
のlf

I クタ ーブ 分 析 結果 （ 図3 ） との関係 で検討す る 。

理し た結 果 を図 4 に示す。横軸 は，聴感実験結果から
めた周波数を， 縦 軸は，1／3 オクタ ー ブ分析結果か ら

めた周波 数を表す。 図中の四角は ， 両実験結果 から

以下 のよう に

成 した ものである。 　（1 ）対象とする擬音語に聴

える周波数範囲を聴感実験 　 　　結 果から求める。

まり，図2 の自い領域の周 波 　　　数範囲 を 求 め る
この周波数範囲を図の 四角 の横 　　　軸 とした。

お，この
作
業

は各被験者 （ 図中の

　 　A，B，C） に ついて行った。 　 （ 2 ）1 ／ 3 オクタ

ブ分析結 果
に

ついては，も っとも大 き 　　　なピ ー

周波数か ら3 番目のピーク 周波数までを 　
　 図4の四角の縦軸の 周波数範囲とした 。 　 （3 ）項目（1），

2 ）に基づき 四 角を

成し， 図4 の座 標 軸上 　　　に配置 した。
　

図か
， プ ロット し た 四角 が ， 図中に入れ た45 °の線 に

較的近いこ とが認められる。これは，対象とする擬

語に聴こえる周波数範囲が， 実 際 の音を構成す る

た る周波数 成 分に 対応するということを 意 味 す る 。

　一方，波数に関しては，対象とす る擬音語に聴こえる
g 数は ，実際の打撃音の波数 に 比 べ ると

なり少な い，と

い うことが検討した結 果わ かっている 。 7． おわGJ
　「包 丁でまな板を叩 く音jを 多くの 人が 「 トント

」と い う擬 音 語で表現する。この 擬 音語「 ト ン トン

を代表 に，多 くの人が ，ある音を同じ擬 音 語 で表 現す
こと に 注目 し ，擬音語 から得ら れ る言葉情 報に基づ

て ， 音（ 波 形 ）の作成を行った。どの作成 音が，対

とする 擬音 語 に聴 こえるか と いう聴感実験を 行い，
験 結果 と実 際の 打撃音との 関 係 を検 討 した。 そ の結

，対象とする擬 音 語に 聴 こえ
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